
東主教学教育学会年置露39号2008年3Jj 31日

「幾何学正多角形及円Jとその著者清野耕治について

宮城教育大学教育学部数学教育講座高仲介

概要；？！？野耕治「幾何学正多角形及円jは大正四年（ 1915）に大倉書店より

出版された。これは林鶴一般修の初旬手数学叢舎の一つ（第二十一巻）で、林鶴一蔵

2｝リスト「林文郎邦1¥目録原稿Jの付筆番号49 9の書籍である。本論は、「幾何

学 正多角形及円jの簡単な内容とその著者市野耕治について調査した結果である。

大正期の中等教育での教育内容の一端と、大正から昭和前期の中等教育に携わった

教員の状況の一面を紹介する。

キーワード：林鶴一、 f河野耕治、林文雌邦1!f目録原稿

I. はじめに

東北帝国大学理科大学数学科のかl

時から教授であった林鶴一 （はやし

つるいち）の数学教育関係蔵書は東北

大学教授であった平山諦（ひらやま

あきら）によって r，昭和十七年四月

林文／ilI邦詐目録版制J（以下、「目録J

と引月lする）としてリストが作成され

た。平成8年から、現存する純占と「目

録j リストとの！照合作業が、厳思芳雄

を代表者とする科学研究費補助金の

交付を受けて実施されてきた。それら

の結果は科学研究費の報告持 I）や資

料2）として発表された。それらの資料

を算数 ・数学の教材研究に活；－mし、 さ

内にそれらを宮城教育大学附属図書

館で公表するために、科学研究費補助

金の交付を受けて作業をすることに

なった。その作業をするなかで、「目

録Jの付箆番号49 9 「初等数学叢書

第二十一編 幾何学正多角形及円

林鶴一監修清野耕治著J（大倉書

店、大正四年発行）の内容 ・著者につ

いて澗べることができた。これらの作

業の中間発表という形で、f幾何学

正多角形及円j について紹介する。

2. 初等数学叢書について

林鶴ーは「日本中等教育数学会jの

かl立に｜矧わり、その初代会長を務め、

中等学校教育に尽力した。そして、林

の慌修により 、明治40年から昭和 5
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年にかけて「数学；佐官J（全29巻）

が大企世店より山版され、その多くは

その後にも版を重ねている。さらに林

は肢修者として明治44年から「初等

数学能性J（全3l巻、大台書店）を

出j仮した。

監修者の林は初等数学技持公刊雌

意持で

「従来ノ数学選~！｝ハ間々初等的ノ

モノヲモ混ゼリト雌、多クハ我数学界

ニi虫リテハ4円高尚ニj品ギ夕日 トモ云

イ科Jレモノヲ編セリ。之ガ為ニ昨ラ初

等数学ヲ研究シツツアノレ諸君ニ向ヒ

テ、山来得Jレ｜恨リ良好ナノレ参考書ヲ供

スノレノ必要ヲ認、ム。現在ニ於テ初等数

学ヲ研究シツツアノレ路君ハ多クハrp

等学校ニ在鰐セラノレベシ。予ハ此等ノ

在籍者及ピユi：ノ卒業者ノ為ニ悦ゼン

トテ初等数学披主－｝ノ公刊ヲ始ム。J

と述べている。そして、執筆者に関し

ては

「中等学校ノ数学教育ニj鵠能ナノレ

数氏ニ各編ノ著述ヲ委嘱ス。著作者ノ

学｜！日上ニ於テモ又経験上ニ於テモ、読

者諸君ニ向ヒテ十分ノ満足ヲ与フノレ

人々ナノレヲ錠ハズ。J

と述べている。

この初等数学；投書は全 31巻ーから

なり、 i～7がii術、 8～ 16が代数

学、 17～25が幾何学、26～31 

が三角法であり、「中等学校在京持者及

卒業者－周到1Wi1者用Jの：I｝節である

（図 1参照）。

3. 「幾何学正多角形及円j につい

て

ここで紹介する「幾何学 正多角形

及 円 林 鶴一監修清野耕治著J

（大倉者店、大正四年発行）は縦

18.5cm、横 10.7cmの縦長の書籍であ

る（図2参照）。

著者j~f野耕治（せいの こうじ）は

「本書ハ多クノ中等教育幾何教科書

ノ教材排列ニ従ヒ直線形、円、比及比

例ヲ終ヘタノレモノノタメニ正多角形

及其極限トシテノ円ノ周ト其面積ト

ニツキテ説述ヲ試ミタノレモノナ

リ。・・・ （中略） ・・・ 。各章ニ於テ

ハ文之ヲ小節ニ分チ各小節ニ基礎ト

ナノレベキ定理、例題ヲ証明シ或ハ先キ

ニ得タノレ定理ヲ復習シテ公式ヲ掲ゲ、

然ノレ後ニ此定理ノ応用ニ熟達セシメ

ンガタメニ数多ノ問題ヲ配当セリ。j

と本書の内容 ・構成の方針を述べてい

る。その目次は

第一章正多角形

( l頁～ 19頁）

第二章 多角形ニ閲ス／レ計算問題

( 2 0頁～34頁）

第三章円

( 3 5頁～47頁）

第四章 円ニ関スノレ計算問題

( 4 8頁～ 58頁）

第五章雑題
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( 5 9頁～ 64頁）

附録解法指針

{ 6 5頁～ 81頁）

である。そして、第一章には 52問、

第二章には62 問、第三章には ~1 0問

第四寧には55問、第五立には 50惜し

合計 24 9聞の問題が与えられてい

る。ページ数の割には多くの問題が与

えられていると思われる。問題の中に

は、高等学校、高等師範学校、高等i賄

業学校、高等工業学校、医学専門学校、

陸軍士官学校等、官立諸学校入学試験

問題も含まれ、上級学校への進学に向

けての「参考書Jの性格を示しているω

第一章は「定義 1. 等辺ニシテ、等

角ナノレ多角形ヲ、正多角形トイウ。J

という書き出しから始まる。本書で明

示されている定義 ・公型は

定義 1 （正多角形の定義）

定義 2と定義 3 （多角形と円の内

接 ・外接関係の定義）

定義4 （正多角形の中心 ・半径 ・平

中径の定義｝

定義5 （平面図形の点、対称の定義）

定義6 （平面図形の線対称の定義）

定義 7 （定量 ・変量の定義）

疋義8 （変量の極限の定義）

公理（円周はその円に内接する正多

角形の周より大にして、外接する正多

角形の周より小なり）

定義9 ｛扇形 ・扇形の角の定義）

の 10個である。それぞれの内容を簡

Utt学教育学生年報 ill号1鰍年lil 31日

lliに （ ）の中に記した。

「円周はその円に外接する正多角

形の問より小であるJを初等的に示そ

うと思うと き、論理が堂々巡りに陥る

から、上記公理！を設定したことは一つ

の見諜である。f円周はその円に外接

する正多角形の周より小である」を中

等教育において示すことの難しさ を

分に認識していたと忠われる。定理

の後で、その主慣を「与へラレタノレ事」

と fJ正明スノレ~-l'-Jとのこつに分けて書

き出し、その後に証明を示している。

これは著者の教員経験を生かした記

述であり、評価できるところである。

また、随所に「注意」という頃目を設

けて注意事項（より昨門的内容も含

む） ・数学史の1:1仁項などを述べている

（図3参附）。

第一車問凶IVの問題4 (p.10）を紹

介しよう。

「4.正三角形ノ各辺ヲ三等分シ相

隣レノレ分点ヲ結ピツケテ作リタノレノ

角形ハ正六角形ニシテ、元ノ 三角形ノ

三分ノ ニニ等シキ事ヲ証セヨ。［女高

師］J 

において、 ［女向師］とあるのは、これ

が東京女子高等師範学校の入学試験

問題であることを示 している。この問

題に対して、 著者は附録解法指針の

p.66において「4 六角形ノ対角線ヲ

引ケ。Jとヒン トを与・えている。

第五車雑題「正多角形に｜期する問
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主主幹騎手会年言語l9号1出店手ln 31日

題j の問題9 (p.63）は

「正六角形 ABCDEF、外接円ノ中

，心ヲ O トシ、ACトOBトノ交点ヲ N,

A’Dトocトノ交点ヲ B',B’EノODト

ノ交点ヲ C’トシ、斯クシテ順次ニ D’、

E’、・・・ ヲ求ムノレi時ハ ON、OB’、

oc’、 ・・・ハ半径ノ幾部分ニ当ノレカ。j

である。この問題に対して、附録解

法指針の p.79においてヒ ントを与え

ている （図4参照）。

4. 著者 前野耕治について

大正4年 11月 10日発行された

初等教学接持「幾何学 正多角形及

円Jの著者は、旧制青森中学校教諭

清野耕治である（図 5参照）。清野

耕治氏は大正 2年 11月から大正 5

年 5月まで旧制背森中学校に在職し

ていた。このことは「背森高校百年

史」教職員名?Qt p.1127 大正期に

記載されている九

一方において、「東北大学理学部数

学教室同窓会誌Jには、大正 10年

( 1 9 2 1年）卒業生として［清野耕

治 （金沢大学）Jとの記述がある。当

・1時の数学関係者は多くないと思われ

るから、「著者清野耕治j と f卒業

生 前野耕治jとは同一人であろうと

考えられる。多くの方々の協力を得て

調査した結県、f古田1・耕治は旧制青蘇中

吃校に勤務し、東北帝国大学を卒業し、

旧制第四高等学校教授であった、左い

うことが判明した。以下、 m野耕治の

略歴と著作を紹介する。これにより、

明治 ・大正 ・H百和の旧制の中学校 ・高

等学校・大学の制度、教員典出Jの状況、

教師の著作活動等が垣間見られると

思う。

前野耕治略歴等•1 )

明治 18年5月山形県天訟にて出生

その後、天童尋常小学校、一｜姐 （岩

手県）高等小学校、－r刻中学校を卒業

明治 40年 3月東京高等師範学校卒

業5)

その後、石川県師範学校教諭、岡山

県師範学校教諭、背蘇県立背森中学校

教諭、岩手県立ー開中学校教諭、埼玉

県師範学校教諭

大正 7年 9月東北帝国大学理科大学

入学6)

大正 10年 3月京北帝国大学理学部

数学科卒業7)

大正 10年6月第四高等学校教授8)

その後、昭和 18年4月～昭和 20

年8月東京高等学校助務。）、昭和 20 

年8月第四高等学校に復職l。｝

昭和 25年 3月第四高等学校廃校に

より退職

その後、昭和 25年4月以後東京

電機大学、日本大学第三学闘に勤務

昭和 35年 10月永｜！

以上、東北帝国大学に入学するまで

に多くの学校を異動しているが、当時
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としては珍しいことではないけ lo

清野耕f台の第四高等学校における

講義内容については資料を得ること

ができなかった。しかしながら、 1986

年に出版された 「写真集旧制四日背者

譜 ：北の都に秋たけてJI l）に、「559

一清野耕治教授 ・1939年 （昭和Jl4)

頃Jと表示された県J慌の前に立つ消野

耕治の写真がある。その限板には、「空

間rlh線」、「HelixJ、及び Helix（常概

観）のパラメータ表示が掛かれている。

常蝦線は、以前には大学 1年の微分硝

分の内容として講義され、最近では大

学2・3年の専門分野の基礎的事柄と

して講義されている。旧制高等学校と

現在の大学における講義内容の迎い

に注目しなければならない。

清野耕治 著作物 l3) 

1. 「幾何学正多角形及円J大倉持

店、大正 4年

2. r数学者の手帳からJ平凡社、大

正 6年

3. r積分演習の指導J三省堂、 IIH杭1

17年 I4) 

4. 「数学発展の跡をたづねてj三省

堂、昭和 19年 ISI 

5. r演習問題の研究『積分』j有恒位、

昭和 22年（二れは3の復刻）

6.「演習問題の研究『解析幾何上』j

有恒社、昭和 21年

7.「演習問題の研究『解析幾何下』j

有恒社、昭和 23年

抗意手続字会手覇軍39号揃昨日31日

「斜めにのぞいた数学J福音館、

昭和 23年

9. 「新制高校の数学演習 解析篇二

ノ下J有恒社、昭和 24年

その他、 新制高等学校用参考書数点

を有恒社より出版。さらに、数学史に

閲する｜｜｜｝子（手書き）が遺族の手元に

脱されている。

5.おわりに

i1~＇ !llf緋治の著書 「幾何学正多角形

及円」のより詐しい内容の紹介と評価

はまだ十分に出来ていなし、。著作物 1

を除く ｛lfffiは、ご遺族からお借りし、

現在説み進めているので、その内容 ・

評価等については後日報告したい。

明治から昭和まで、一人の教師が数

匂と数学教育に全力を傾けていたと

いうことが、多くの方々の協力で明ら

かにできた。教員養成に掛わるものと

して、現在の初等 ・中等教育の現場に

おける教師像について考えさせられ

るものがあった。

注

1）版垣芳雄 ：f林鶴一文庫Jを資料

とする数学カリキュラムについて、平

成 11年度～平成12年度科学研究費補

助金（課題帯号］ 1680246)

研究成果報告書、平成 13年 3月。

2）森岡正臣、高仲介 ：「林文庫邦書

目鯨 JJ；〔前J一林鶴一編纂の教科書
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童生量字書官学生年需 J39号2008年JA31 B 

及び教科替の教授用資料・参考It！｝を中

心にして 一、東北数学教育学会年報

3 2、61 -6 5、20 0 1. 

3）背蘇県立図書町i参考 ・郷土室の

棟方棋に；制査していただいた。

4）金沢大学名誉教授の木戸l佳彦 ・竹

村松男 ・jj刊誌卑夫の各先生方からのti¥

報と、金沢大学附属図書館相互利用係

の池上憾の協力で市野耕治氏のご遺

族の消息がわかり、辿絡を取ることが

できた。？青野耕治氏のご子，Q、消野知土

保より、ご自身が艶理された資料の挺

供を受けた。また、より詳しいお話・を、

孫の菅野ひとみ慌より伺うことがで

きた。

5）ご泣践のお話によると、東京高等

師範を卒業する時、消野氏は強く大学

進学を望んでいたが、家の経済状況に

よって、進学をl祈念したとのこと。進

学の許しを願って父組と交わした多

数の手紙が残っているとのことであ

る。消野氏の東京高等師範学校在学tド

（明治36年4月～明治40年3月）

は、林鶴ーが講師 ・教慢として東京高

等師範学校に勤務していた明治 34 

年から明治44年までと重なる。泊野

氏は林の指噂を受けたと考えられる。

それ故、 m野氏の数学的能力を評価し

た林が初等数学能帯「幾何学Jの執舗

を依頼したのであろう。

6）「東北帝国大学一覧」によると、

当時は 7月 2l日から翌年の 7月2

0 1:1が学年麿で、夏休み後の 9月から

実質的に蹄載が始まった。修業年数は

3年で‘あった。大正8年の『大学令J

改正により、 4月から翌年の 3月が大

学の学年暦となった。これは当時の高

等学校等の学年暦に合わせたかたち

となった。入学当時、消野氏は33歳

であった。

7）「大学令j の改正を受け、新旧の

制度の絡み合った時期である。「東北

帝国大学一覧」によると、清野氏は「学

士試験合格Jにより 3月卒業である。

旧制度によると、 m里子氏は大正 10年

7月卒業が本来のかたちであった。以

上、東北大学関係資料は東北大学史料

館および閉館の大原理恵助教の協力

を受けた。

8）ご泣族から佳供された資料による

と、大正 10年4月7日 f講師ヲ委託

ス年手当金千六百弐拾円給与j、

大正 10年6月4日I任第四高等学校

教控叙高等官七等総理大臣J、大

正10年6月4日『九給俸当分千

ハ百弐拾円下賜文部省Jとなってい

る。f第四高等学校一覧（自大正 10 

年4月至大正 11年3月）Jの85良

の職員教授の一番最後のと ころに 「数

学理学士 前野耕治岩手士族jと

記述されている。更に、「同窓会誌第

三号？ 第四高等学校同窓会J（昭和 2

年 12月7日発行）の p.11教員異動

等の項に「九月一日清野教授学術研究
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の為六ヶ月 間東北帝国大学へ出張を

命ぜらるJの記述がある。昭和4年に

林が大学を退職しているから、昭和 2

年9月からの半年間、清野氏は林の指

導を受けたと思われる。前野氏は！昭和

4年4月からは「数学科長jを兼務し

ていた。同窓会関係の書館に「ドイツ

留学j との記述があるが、ご遺族のお

話ではそのよ うなことはないとのこ

とである。どなたか別の先生の記述と

原稿整理の中で入れ替わったと思わ

れる。

9）東京高等学校時代の清野耕治氏に

ついて、金沢大学教育学部柏元新一

郎准教授の依頼により東京大学附属

中等教育学校 細谷和博教諭が東方l

高等学校同窓会問い合わせをされた。

それによる と、戦災によ り当時の資料

は無いとのことであった。ただし、現

在の名簿には教科別に先生の氏名が

載っていて、数学科に在籍していた清

野先生の名前があるとのことであっ

た。

1 0）「会員名簿第四高等学校同窓

会」（昭和 23年8月1日発行）の p.4

の特別会員の項に「清野耕治石川

東 北 理 講 師Jと記述されている。「金

沢大学五十年史 部局編j によると、

新制金沢大学発足時の教育学部、工学

部、理学部、教養部等の専任教官とし

て「清野耕治」の氏名はなかった。？？？

野氏は昭和 25年4月には東京に中

生量学教育学会年覇軍39号2008年3A 31 B 

を移している。以上、「凶日JI刻係の

資料については金沢大学附属図書館

相互利用係の池上保の協力を受けた。

1 1）何本ijI色字教育数学会雑誌（第 1

巻は大正八年発行）の「相互通信J欄

には教員の求人 ・求職が侮号のように

掲載されていた。これは、立教大学名

誉教授の公IB縦先生のご教授により

確却、したことである。

1 2) ISBN:4890100296 

13）ご辿肱－より提供された書籍の現

物により確認、したものである。

14）金沢大学附属図書館の第四高等

学校｜則係の資料「四市目録手IH住著者

名 j にこの=i,.I}~の図帯カードがある。

金沢大学附版図書館の蔵書としては

他に著：性の4と8がある。

15）文部省、「中学校 ・高等学校学

習指碍要制数学科編 （試案）」、昭

和l26年 （1951）改訂版の凪－後に、「附

録 ・生徒用参考図-.lt目録j としてこの

;g;j帯が紹介されている（292頁）。

上記にお名前を紹介した方々には

調査 ・資料提供等でご協力をいただき

ました。改めてお礼と感謝の意を表し

ます。

住 ：；本論は、時{Ill介を研究代表者と

する 「科学研究費補助金（基鍛研究

(C））記長阻番号・ 19500717Jの交付

を受けて行っている研究の一部であ
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u置字駐青写会字詰1,39号。 年3月i1a 

り、第 39回東北数学教育学会年会（平

成 19年 12月 1日 八戸工業大学シス

テム情報工学科で開催）での口頭発表

H寺に資料として配付したものを加筆

修正したものである。

On “Geome町 一 四 郎tl町 polygonsand circlesー“

and its author: SEINO Kouji 

Abstruct: 

Miyagi University of Education 

YOROZU Shinsuke 

A book: Seino Kouji“Geometry -regu町 polygonsand circles 

一“ （published1915) is the twenty・first volume of the “Shoto・SugakuSousho 

( Elementary Mathematics Series ）”edi旬dby Hayashi Turuichi. We report on 

the book and i回 author: Seino Kouji. 

Key Words: Hayashi Turuichi, Seino Kouji, List of Hayashi’s libr白γ

ー－－圃圃曲ー－一回

図 1
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